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■
花
粉
症
に
関
す
る
関
係
閣
僚

会
議
が
花
粉
症
対
策
を
決
定

政
府
は
5
月
30
日
、
花
粉
症
に
関
す
る
関
係

閣
僚
会
議
を
開
催
し
、「
花
粉
症
対
策
の
全
体

像
」
を
決
定
し
た
。「
全
体
像
」
に
示
さ
れ
た

花
粉
症
対
策
は
、「
発
生
源
対
策
」、「
飛
散
対

策
」、「
発
症
・
曝
露
対
策
」
の
3
本
柱
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
発
生
源
対
策
」

に
つ
い
て
は
、
10
年
後
（
令
和
15
年
度
）
に
は

花
粉
発
生
源
の
ス
ギ
人
工
林
を
約
2
割
減
少
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
す
、
ス
ギ
人
工
林
由
来
の
花

粉
が
約
2
割
減
少
す
れ
ば
、
花
粉
量
の
多
か
っ

た
今
シ
ー
ズ
ン
で
あ
っ
て
も
平
年
並
み
の
水
準

ま
で
花
粉
量
を
減
少
さ
せ
る
効
果
が
期
待
で
き

る
、
ま
た
、
将
来
的
（
約
30
年
後
）
に
は
花
粉

発
生
量
の
半
減
を
目
指
す
、
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
次
の
取
組
と
令
和
15
年
度
ま
で
の
工

程
表
も
示
し
た
。

①
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
等
の
加
速
化

ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
を
約
5
万
ha
／
年
→

（
10
年
後
）
約
7
万
ha
／
年
ま
で
増
加
さ
せ
る

と
と
も
に
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
や
他
樹
種
に

よ
る
植
替
え
等
を
推
進⇒

花
粉
発
生
源
と
な

る
ス
ギ
人
工
林
の
減
少
ス
ピ
ー
ド
を
約
2
倍
に

（「
花
粉
発
生
源
ス
ギ
人
工
林
減
少
推
進
計
画

（
略
称
：
ス
ギ
伐
採
加
速
化
計
画
）」）

②
ス
ギ
材
需
要
の
拡
大

住
宅
分
野
で
の
ス
ギ
材
製
品
へ
の
転
換
促

進
、
木
材
活
用
大
型
建
築
の
新
築
着
工
面
積
の

倍
増
等

―
ス
ギ
製
材
・
合
板
・
集
成
材
等
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
材

の
増
産
に
向
け
た
加
工
流
通
施
設
の
国
内
整

備
の
支
援
、
国
産
材
の
利
用
割
合
の
低
い
横

架
材
等
に
つ
い
て
輸
入
材
を
代
替
可
能
な
製

品
を
製
造
す
る
技
術
の
普
及
等
、
安
定
供
給

体
制
の
構
築

―
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
・
建
築
基
準
の
合
理
化

―
国
産
材
を
活
用
し
た
住
宅
に
係
る
表
示
の
仕

組
み
の
構
築
（
花
粉
症
対
策
へ
の
貢
献
度
を

明
示
）

―
建
築
物
に
係
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ
ン

の
評
価
方
法
の
構
築
（
3
年
を
目
途
）

―
住
宅
生
産
者
に
よ
る
花
粉
症
対
策
の
取
組
の

見
え
る
化
等⇒

需
要
を
1
、２
４
０
万
㎥
→

（
10
年
後
）
1
、７
１
０
万
㎥
（
４
７
０
万
㎥

増
）
に
拡
大

③
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大

―
国
・
自
治
体
等
に
お
け
る
苗
木
生
産
体
制
の

短
期
的
か
つ
集
中
的
な
整
備⇒

10
年
後
に

は
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
苗
木
の
生
産
割
合
を

ス
ギ
苗
木
全
体
の
9
割
以
上
に
引
上
げ

④
林
業
の
生
産
性
向
上
及
び
労
働
力
の
確
保

労
働
力
の
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、

―
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
支
援
等
に
よ
り
生

産
性
を
向
上

―
外
国
人
材
の
受
入
れ
拡
大
、
新
規
就
業
者
の

確
保
・
育
成
、
処
遇
の
改
善
、
農
業
な
ど
他

産
業
と
の
連
携
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
の

連
携
等
に
よ
り
、
労
働
力
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
10
年
後
も
現
在
と
同
程
度
の
林
業

人
材
を
確
保

○
こ
れ
ら
の
実
現
に
も
資
す
る
よ
う
年
内
に

「
林
業
活
性
化
・
木
材
利
用
推
進
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」（
仮
称
）
を
策
定

○
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
内
閣
官
房
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

https://w
w

w
.cas.go.jp/jp/seisaku/

kafun/index.htm
l

閣
僚
会
議
の
決
定
を
受
け
て
、
農
林
水
産

省
・
林
野
庁
は
、「
花
粉
発
生
源
ス
ギ
人
工
林

減
少
推
進
計
画
」（
略
称
：
ス
ギ
伐
採
加
速
化

計
画
）
を
公
表
し
、
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
面
積

を
令
和
2
年
度
の
約
5
・
1
万
ha
／
年
か
ら
令

和
15
年
度
に
は
約
7
・
1
万
ha
／
年
と
拡
大
す

る
こ
と
、
花
粉
の
発
生
源
と
な
る
ス
ギ
人
工
林

の
減
少
ペ
ー
ス
を
令
和
2
年
度
の
約
3
・
2
万

ha
／
年
か
ら
令
和
15
年
度
に
は
約
6
・
2
万
ha

／
年
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

□
骨
太
の
方
針
２
０
２
３
（
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
３
）
に
も
、

花
粉
症
対
策
を
明
記

政
府
は
6
月
16
日
、
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
２
０
２
３
を
閣
議
決
定
し
た
。
こ

の
中
で
も
、「
国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
」
の

取
組
方
針
の
一
つ
と
し
て
、
花
粉
症
と
い
う
社

会
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、「
花
粉
症
対
策
の

全
体
像
」
に
基
づ
き
、
約
30
年
後
の
花
粉
発
生

量
の
半
減
を
目
指
し
た
発
生
源
対
策
、
飛
散
対

策
、
発
症
・
曝
露
対
策
等
に
政
府
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、「
食

料
安
全
保
障
の
強
化
と
農
林
水
産
業
の
持
続
可

能
な
成
長
の
推
進
」
の
取
組
方
針
の
一
つ
と
し

て
、
再
造
林
促
進
や
林
道
等
の
生
産
基
盤
整
備

等
を
含
む
木
材
の
安
定
供
給
体
制
構
築
、
改
正

ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
基
づ
く
違
法
伐
採
対

策
、
国
産
材
へ
の
転
換
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
木
材
利

用
拡
大
等
を
進
め
る
こ
と
に
加
え
て
、
２
０
２

３
年
内
に
「
林
業
活
性
化
・
木
材
利
用
推
進

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」（
仮
称
）
を
策
定
す
る
こ
と
を

示
し
た
。

■
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の

構
築
に
向
け
た
需
給
情
報
連
絡

協
議
会
が
各
地
で
開
催

令
和
5
年
度
の
第
1
回
需
給
情
報
連
絡
協
議

会
が
全
国
7
地
区
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

で
開
催
さ
れ
た
。
当
連
盟
会
員
が
事
務
局
を
務

め
る
近
畿
中
国
地
区
と
九
州
地
区
の
協
議
会
の

概
要
を
紹
介
す
る
。

令和５年度 令和６年度以降 令和15年度まで

「発生源対策」の工程表

「花粉発生源スギ人工
林減少推進計画
（スギ伐採加速化計画）」
の策定

ス
ギ
人
工
林
伐
採
・

植
替
え
等
の
加
速
化

国有林における率先した取組を含め以下の取組を総合的に推進し、
・スギ人工林の伐採面積を約５万haから約７万haに増加
・花粉の少ない苗木や他樹種による植替え等を推進

目標
花粉の発生源とな
るスギ人工林を
約２割減少
（将来的には花粉発生源
の半減を目指す）

住宅分野におけるスギ材製品への転換促進、
木材活用大型建築の新築着工面積の倍増等により、

スギ材製品の需要を1,240万㎥から1,710万㎥（470万㎥増）に拡大

現在と同程度の労働力が確保されるよう、
外国人材の受入れ拡大、新規就業者の確保・育成、処遇の改善、
農業など他産業との連携、地域おこし協力隊との連携などに取り組み

高性能林業機械の導入等支援による過去10年と同程度の生産性の向上

原種苗木生産施設、採種園等の苗木生産体制の整備により、
花粉の少ないスギ苗木の生産割合をスギ苗木全体の９割以上に引き上げ

品質・性能の確かなJAS材等のストック機能の強化など国内市況安定対策

ス
ギ
需
要
拡
大

苗
木
生
産
拡
大

労
働
力
確
保

生
産
性
向
上

1
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○
近
畿
中
国
地
区
協
議
会

令
和
5
年
5
月
26
日
に
近
畿
中
国
地
区
需
給

情
報
連
絡
協
議
会
（
西
垣
泰
幸
会
長
、
事
務
局　

西
垣
林
業
（
株
））
を
開
催
。
座
長
は
松
下
幸

司
京
都
大
学
教
授
が
務
め
た
。
西
垣
会
長
か
ら

「
依
然
と
し
て
重
苦
し
い
状
況
に
は
あ
り
ま
す

が
、
見
方
に
よ
れ
ば
一
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
と
も
思
え
る
状

況
。
ど
の
要
素
を
ど
れ
だ
け
多
く
評
価
す
る
か

に
よ
っ
て
こ
の
先
の
見
通
し
の
判
断
が
異
な
る

で
あ
ろ
う
。
本
日
は
率
直
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
皆
様
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
挨
拶
し
た
。

出
席
者
か
ら
の
状
況
説
明
・
意
見
の
概
要

住
宅
需
要
に
つ
い
て
は
、
持
家
は
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
物
価
上
昇
や
環
境
設
備
機

器
な
ど
に
よ
る
住
宅
価
格
の
高
騰
で
需
要
が
減

少
し
て
い
る
。
低
価
格
帯
の
住
宅
の
需
要
の
減

少
に
比
べ
て
、
高
額
な
建
物
の
影
響
は
そ
れ
ほ

ど
で
は
な
い
。
国
産
材
の
木
の
家
は
高
額
な
住

宅
が
多
い
が
、
国
産
材
志
向
あ
る
い
は
健
康
志

向
の
要
請
は
高
く
な
っ
て
お
り
、
手
作
り
の
木

の
家
の
良
さ
を
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
て
い
る
と
い

う
印
象
を
持
っ
て
い
る
。
地
域
の
工
務
店
が
作

る
住
宅
の
方
が
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
が
少
な
い
こ

と
を
考
慮
し
た
政
策
を
期
待
す
る
。
今
後
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
収
束
し
て
需
要
が
戻
る
こ

と
を
期
待
。

製
材
に
つ
い
て
は
、
5
月
中
旬
以
降
ヒ
ノ
キ

丸
太
は
や
や
値
上
が
り
し
て
い
る
。
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
を
は
さ
ん
で
柱
に
つ
い
て
は
ス
ギ
の

シ
ェ
ア
が
広
が
っ
た
と
感
じ
る
。
ホ
ワ
イ
ト

ウ
ッ
ド
輸
入
製
品
と
の
価
格
競
争
が
あ
る
た
め

ス
ギ
の
価
格
は
弱
い
。
輸
入
製
品
の
入
荷
が
少

な
く
な
り
、
ア
イ
テ
ム
に
よ
っ
て
は
や
や
不
足

感
が
出
て
き
て
い
る
。
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
以
降

国
産
材
の
認
知
度
が
つ
い
て
き
た
と
感
じ
る
。

問
題
に
な
っ
て
い
た
欧
州
材
の
過
剰
在
庫
が
解

消
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
。

資
材
価
格
の
高
騰
で
住
宅
価
格
が
上
昇
し
、

住
宅
が
小
さ
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
木
材
使
用

量
も
減
っ
て
い
る
。
製
材
コ
ス
ト
も
上
昇
し
て

お
り
、
製
材
業
は
苦
労
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

素
材
生
産
が
伐
り
旬
で
は
な
く
な
る
の
で
生
産

量
は
若
干
落
ち
る
と
思
う
が
、
住
宅
着
工
戸
数

を
見
極
め
た
う
え
で
生
産
調
整
も
考
え
な
く
て

は
供
給
過
多
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

プ
レ
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
住
宅
着
工
数
の

減
少
を
見
込
ん
で
お
り
、
稼
働
率
は
し
ば
ら
く

厳
し
い
状
況
が
続
く
だ
ろ
う
。

合
板
に
つ
い
て
は
、
販
売
不
振
の
た
め
製
品

在
庫
が
増
え
て
生
産
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。
原
木
の
消
費
も
減
っ
て
い
る
。

素
材
に
つ
い
て
は
、
合
板
の
生
産
調
整
に
よ

り
、Ｂ
・
Ｃ
材
の
荷
動
き
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。

川
上
に
つ
い
て
は
、
素
材
生
産
は
順
調
に
出

て
き
て
い
る
。
木
材
価
格
の
値
下
が
り
と
工
場

の
受
け
入
れ
制
限
が
あ
り
、
本
来
Ｂ
材
で
売
れ

る
も
の
が
Ｃ
材
に
ま
わ
る
よ
う
な
こ
と
も
多
い

が
出
て
き
た
。
国
産
材
と
欧
州
材
の
価
格
が
逆

転
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
大
手
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
の
値
下
げ
の
要
求
が
強
い
。
背
景
に

建
材
や
生
コ
ン
の
価
格
上
昇
が
あ
る
模
様
。

製
材
に
つ
い
て
は
、
販
売
が
落
ち
て
い
る
た

め
生
産
調
整
し
て
い
る
が
、
今
の
プ
レ
カ
ッ
ト

の
在
庫
状
況
か
ら
す
る
と
、
ま
だ
調
整
に
時
間

か
か
る
見
通
し
。
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら

の
値
下
げ
要
求
が
強
い
。
建
材
価
格
上
昇
の
た

め
値
下
げ
要
求
が
木
材
に
向
い
て
い
る
。
国
産

材
利
用
か
ら
安
い
木
材
利
用
に
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
で
生
産
加
工
能
力
が
増
え

て
い
る
の
で
、
需
要
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
出
て
お

り
、
競
争
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
製
材
業
界

は
一
丸
と
な
っ
て
生
産
・
在
庫
調
整
が
で
き
な

い
こ
と
が
課
題
。
在
庫
も
減
っ
て
い
る
の
で
需

要
が
出
る
ま
で
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
と
み
て
い

る
。合

板
に
つ
い
て
は
、
販
売
先
の
プ
レ
カ
ッ
ト

の
需
要
減
の
た
め
。
生
産
も
減
ら
し
て
い
る
。

住
宅
需
要
が
改
善
し
な
い
と
先
行
き
は
見
通
せ

な
い
。
値
下
げ
要
求
は
厳
し
い
が
、
流
通
全
体

へ
の
影
響
が
あ
る
の
で
な
ん
と
価
格
を
維
持
し

て
い
る
。

輸
出
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
需
要
は
弱
い
の

で
、
単
価
も
下
が
っ
て
き
て
い
る
。

川
上
に
つ
い
て
は
、
山
元
の
生
産
は
順
調
。

生
産
調
整
が
で
き
な
い
の
で
梅
雨
入
り
で
調
整

で
き
る
見
通
し
。価
格
は
下
が
っ
て
お
り
、ウ
ッ

ド
シ
ョ
ッ
ク
前
に
近
づ
い
て
い
る
。
梅
雨
入
り

で
生
産
量
が
減
れ
ば
単
価
に
影
響
が
あ
る
か
注

視
し
た
い
。

そ
ろ
そ
ろ
主
伐
に
移
る
時
期
に
来
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
い
。
再
造
林
が
遅
れ
て
い
る
が
、
苗

木
の
生
産
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。

の
で
、生
産
を
控
え
た
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

山
側
は
柔
軟
な
生
産
調
整
が
で
き
て
い
な
い
の

で
、
今
後
、
需
要
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
生
産

調
整
や
現
場
の
選
択
を
柔
軟
に
行
え
る
体
制
を

作
る
必
要
が
あ
る
。
夏
場
に
向
け
て
出
材
量
は

減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
山
側
は
市
況
が
好

転
し
て
も
直
ち
に
増
産
す
る
こ
と
は
困
難
な
の

で
、
川
中
・
川
下
か
ら
の
適
切
な
情
報
発
信
が

な
い
と
原
木
が
不
足
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。

○
九
州
地
区
協
議
会

令
和
5
年
6
月
2
日
に
九
州
地
区
需
給
情
報

連
絡
協
議
会（
田
中
昇
吾
会
長
、事
務
局　
（
株
）

九
州
木
材
市
場
）
を
開
催
。
座
長
は
遠
藤
日
雄

活
木
活
木
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
が
務
め

た
。
田
中
会
長
か
ら
「
本
日
は
、
本
年
度
の
第

1
回
目
の
協
議
会
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
明

け
の
将
来
を
見
据
え
る
た
め
に
も
活
発
な
御
議

論
を
お
願
い
す
る
。」
と
挨
拶
し
た
。

出
席
者
か
ら
の
状
況
説
明
・
意
見
の
概
要

住
宅
需
要
に
つ
い
て
は
、
住
宅
価
格
が
高
騰

し
、
受
注
は
下
落
傾
向
に
あ
る
。
建
材
が
高
騰

し
て
先
行
き
が
見
え
な
い
。
大
手
の
建
売
は
よ

い
が
地
元
の
工
務
店
は
厳
し
い
。
分
譲
の
需
要

は
あ
る
が
、注
文
住
宅
の
需
要
は
減
っ
て
い
る
。

住
宅
価
格
の
高
騰
で
ロ
ー
ン
が
組
め
な
い
こ
と

が
あ
る
ら
し
く
、
価
格
の
安
い
建
売
に
流
れ
て

い
る
。

プ
レ
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
稼
働
率
が
落
ち

て
い
る
。
大
手
の
住
宅
メ
ー
カ
ー
が
新
規
の
発

注
を
絞
っ
て
い
る
。
工
場
を
稼
働
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
工
場
間
の
価
格
競
争
が
激
し
く
な
っ

た
。
製
品
の
港
の
在
庫
は
減
っ
て
い
る
が
、
倉

庫
に
移
動
し
て
い
る
の
で
、
ま
だ
在
庫
は
あ
る

模
様
。
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
で
ス
ギ
を
使
う
よ
う

に
な
っ
た
部
材
で
米
松
や
集
成
材
に
戻
る
も
の

「近畿中国地区協議会」
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ギ
は
横
ば
い
。
製
品
は
単
価
の
維
持
に
努
め
て

き
た
が
、
値
崩
れ
を
起
こ
し
て
お
り
、
先
の
見

え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
現
在
、
原
木
市

場
、
製
品
市
場
に
そ
れ
ぞ
れ
課
題
が
あ
る
が
、

こ
れ
か
ら
木
材
市
場
を
ど
う
い
う
業
界
に
し
て

い
く
の
か
、
九
州
市
場
連
で
し
っ
か
り
議
論
し

て
い
き
た
い
。
我
々
市
場
は
出
荷
者
さ
ん
と
買

方
さ
ん
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
市
場
流

通
の
基
本
は
川
下
に
も
川
下
に
も
貢
献
す
る
こ

と
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
時
代
に
持
続
可
能
な
木
材
市

場
に
し
て
い
く
に
は
何
を
す
べ
き
か
、
一
人
一

人
が
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
材
の
需
要
拡

大
と
供
給
へ
の
取
組
、
花
粉
症
対
策
で
増
加
す

る
伐
採
木
材
の
利
用
、
再
造
林
の
実
行
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
る
。情
報
が
早
く
広
が
る
時
代
。

木
材
市
場
も
情
報
網
を
再
構
築
し
共
有
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
。」
等
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

【
来
賓
か
ら
の
情
報
提
供
】

○
九
州
森
林
管
理
局
の
永
野
地
域
木
材
情
報
分

析
官
か
ら
は
、
令
和
5
年
度
の
九
州
森
林
管

理
局
の
重
点
3
課
題
と
9
つ
の
取
組
と
し

て
、
次
の
説
明
が
あ
っ
た
。

課
題
1　

伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収

支
の
プ
ラ
ス
転
換
を
可
能
と
す
る
「
新
し
い
林

業
」
へ
の
貢
献
―
①
造
林
事
業
に
お
け
る
徹
底

し
た
軽
労
化
・
省
力
化
、
②
先
端
技
術
の
積
極

的
な
導
入
に
よ
る
事
業
の
省
力
化
・
高
度
化
、

③
林
業
経
営
体
に
お
け
る
生
産
性
向
上
・
経
営

安
定
化
へ
の
支
援
、
④
輸
入
材
に
頼
ら
な
い
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
へ
の
貢
献
、

課
題
2　

公
益
重
視
の
管
理
経
営
―
⑤
地
域
の

安
全
・
安
心
確
保
に
向
け
た
国
土
保
全
、
⑥
保

護
林
の
設
定
に
よ
る
世
界
自
然
遺
産
等
の
生
物

多
様
性
の
保
全
、
⑦
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
駆
使
し

た
シ
カ
捕
獲
対
策
の
強
化
、

課
題
3　

組
織
・
人
材
・
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
た
め
Ｃ
材
の
需
要
は

ひ
っ
迫
し
て
い
る
が
、
今
後
の
住
宅
需
要
に

よ
っ
て
伐
採
量
が
落
ち
る
と
Ｃ
材
の
供
給
量
が

減
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

■
九
市
連
　
第
64
回
定
期
総
会

を
開
催

九
州
木
材
市
場
連
合
会
（
会
長　

多
田
啓

（
株
）
ア
サ
モ
ク
社
長
）
の
第
64
回
定
期
総
会

が
6
月
19
日
（
月
）、
福
岡
市
の
ア
ー
ク
ホ
テ

ル
ロ
イ
ヤ
ル
福
岡
天
神
で
開
催
さ
れ
た
。
会
員

の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て
九
州
森
林
管
理
局
の
永

野
徹
地
域
木
材
情
報
分
析
官
に
ご
出
席
頂
い

た
。
全
市
連
か
ら
は
柱
本
専
務
が
出
席
し
た
。

総
会
で
は
、
令
和
4
年
度
事
業
報
告
・
同
収

支
決
算
が
承
認
さ
れ
、
ま
た
、
令
和
5
年
度
事

業
計
画
・
同
収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。
こ

の
ほ
か
令
和
4
年
度
九
州
地
区
需
給
情
報
連
絡

協
議
会
の
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

【
会
長
挨
拶
】

開
会
に
当
た
り
、
多
田
会
長
よ
り
「
木
材
価

格
は
し
ば
ら
く
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

原
木
で
は
ヒ
ノ
キ
が
少
し
値
を
戻
し
た
が
、
ス

し
た
地
域
の
課
題
解
決
へ
の
貢
献
―
⑧
市
町
村

等
の
森
林
・
林
業
行
政
へ
の
技
術
支
援
、
⑨
観

光
資
源
と
し
て
の
森
林
空
間
・
森
林
景
観
の
活

用
促
進

○
全
市
連
の
柱
本
専
務
か
ら
は
、
ク
リ
ー
ン

ウ
ッ
ド
法
の
改
正
、木
材
製
品
の
輸
入
の
状
況
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
軽
油
引
取
税
の
免
除
等
に

つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

■
「
全
国
安
全
週
間
」
を
7
月

に
実
施

令
和
5
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
定

厚
生
労
働
省
は
、
7
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で

を
令
和
5
年
度
「
全
国
安
全
週
間
」
と
し
、
各

職
場
で
の
巡
視
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
掲
示
な
ど
、

労
働
災
害
防
止
に
関
す
る
取
組
を
実
施
す
る
。

令
和
5
年
度
の
「
全
国
安
全
週
間
」
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、

　
高
め
る
意
識
と
安
全
行
動

　
築
こ
う
み
ん
な
の
ゼ
ロ
災
職
場

全
国
安
全
週
間
は
、
昭
和
3
年
に
初
め
て
実

施
さ
れ
て
以
来
、「
人
命
尊
重
」
と
い
う
基
本

理
念
の
下
、「
産
業
界
で
の
自
主
的
な
労
働
災

害
防
止
活
動
を
推
進
し
、
広
く
一
般
の
安
全
意

識
の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ
と
」

を
目
的
に
、
一
度
も
中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け

ら
れ
、
今
年
で
96
回
目
を
迎
え
る
。

こ
の
間
、
事
業
場
で
は
、
労
使
が
協
調
し
て

労
働
災
害
防
止
対
策
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ

の
努
力
に
よ
り
労
働
災
害
は
長
期
的
に
は
減
少

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
和
4
年
の
労
働

災
害
に
つ
い
て
は
、
死
亡
災
害
は
前
年
を
下
回

る
見
込
み
で
あ
る
も
の
の
、
休
業
4
日
以
上
の

死
傷
災
害
は
前
年
を
上
回
る
見
込
み
で
あ
り
、

近
年
、
増
加
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
転
倒
や
腰
痛
と
い
っ
た
労
働
者
の
作

業
行
動
に
起
因
す
る
死
傷
災
害
、
墜
落
・
転
落

な
ど
の
死
亡
災
害
が
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な

い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
労
働
災
害
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
労

働
者
一
人
一
人
が
安
全
に
働
く
こ
と
が
で
き
る

職
場
環
境
を
築
く
た
め
に
は
、
本
年
3
月
に
策

定
さ
れ
た
第
14
次
労
働
災
害
防
止
計
画
に
基
づ

く
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
の
不
断
の
努

力
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
初
年
度
と
な
る
令
和

5
年
度
に
お
い
て
は
、
労
使
一
丸
と
な
っ
た
取

組
が
求
め
ら
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
更
な
る
労
働
災
害
の
減
少

を
図
る
観
点
か
ら
、
令
和
5
年
度
の
全
国
安
全

週
間
は
、「
高
め
る
意
識
と
安
全
行
動
、
築
こ

う
み
ん
な
の
ゼ
ロ
災
職
場
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

下
で
取
り
組
む
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
全
国
安
全
週
間
と
合
わ

せ
て
、
6
月
1
日
か
ら
30
日
ま
で
を
準
備
期
間

と
し
て
、
各
職
場
に
お
け
る
巡
視
や
ス
ロ
ー
ガ

「九州地区協議会」

「九市連総会」
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受
け
た
山
地
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
①
表
層
よ

り
も
や
や
深
い
層
か
ら
の
崩
壊
の
発
生
、
②
渓

流
の
縦
横
侵
食
量
の
増
加
、
③
線
状
降
水
帯
の

発
生
等
に
よ
る
山
地
災
害
の
同
時
多
発
化
、
④

洪
水
被
害
・
流
木
災
害
の
激
甚
化
を
挙
げ
、
こ

れ
ら
に
対
し
て
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
治
山

対
策
の
方
向
性
を
通
り
取
り
ま
と
め
た
。

□
気
候
変
動
等
に
対
応
し
た
こ
れ
か
ら
の
治
山

対
策

（
1
）
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
等
で
の
位
置
付

け防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
取
組

「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」（
２
０
１
８
年
12

月
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
事
前
防
災
・
減
災
の

た
め
の
山
地
災
害
対
策
を
強
化
す
る
と
位
置
付

け
。
同
時
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対
策
」
に

基
づ
き
、
特
に
緊
急
的
な
対
策
が
必
要
と
な
る

箇
所
に
お
い
て
治
山
施
設
の
設
置
、
流
木
対
策

等
を
実
施

２
０
２
０
年
に
は
、
引
き
続
き
強
靱
な
国
土

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
激
甚
化
す
る
風
水
害

等
へ
の
対
策
等
の
推
進
を
重
点
対
策
と
す
る

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
5
か

年
加
速
化
対
策
」
が
閣
議
決
定
。
治
山
事
業
に

お
い
て
は
、
山
地
災
害
危
険
地
区
や
重
要
イ
ン

フ
ラ
周
辺
等
に
お
い
て
治
山
施
設
の
整
備
強
化

等
を
実
施

（
2
）
具
体
的
な
取
組

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
治
山
対
策
の
推
進
、

流
域
治
水
と
の
連
携
、
治
山
施
設
の
長
寿
命
化

対
策
、
新
た
な
技
術
を
活
用
し
た
効
果
的
・
効

率
的
な
取
組
、
山
地
災
害
に
関
す
る
情
報
の
提

供

■
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２

３
の
募
集
開
始

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
と
は
、
木
の
良
さ
や
価

値
を
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
再
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
優
れ
た
建
築
・
空
間
や
製
品
、
活

動
や
仕
組
み
、
研
究
等
を
評
価
・
表
彰
す
る
顕

彰
制
度
で
す
。

○
応
募
受
付
期
間
：
２
０
２
３
年
6
月
20
日

（
火
）
10
：
00
～
7
月
31
日
（
月
）
18
：
00

○
応
募
対
象
分
野
：
建
築
・
空
間
、
技
術
・
建

材
、
プ
ロ
ダ
ク
ツ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

調
査
・
研
究
等
、
木
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
モ

ノ
・
コ
ト
が
対
象

○
表
彰
部
門

・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門
―
木
を
活

か
し
て
質
の
高
い
ラ
イ
フ
＆
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
を
提
案
し
て
い
る
も
の
が
対
象

・
ハ
ー
ト
フ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門
―
木
を
活
か
し

て
心
身
を
健
や
か
に
し
てW

ell being 

の

実
現
が
期
待
さ
れ
る
も
の
が
対
象

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門
―
木
を
活
か
し

て
森
林
・
林
業
や
地
域
・
社
会
の
持
続
性
を

向
上
さ
せ
て
い
る
も
の
が
対
象

○
賞
の
構
成

最
優
秀
賞
／
数
点
（
現
在
調
整
中
）

優
秀
賞
／
数
点
×
3
部
門

奨
励
賞
／
数
点
×
3
部
門

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
（
入
賞
）
／
二
次
審
査

を
通
過
し
た
も
の
す
べ
て

応
募
方
法
等
の
詳
細

https://w
w

w
.w

ooddesign.jp/

地
球
が
誕
生
し
て
し
ば
ら
く
経
っ

た
太
古
の
地
球
で
は
、
大
気
は
二
酸

化
炭
素
と
窒
素
が
大
部
分
を
占
め
て

い
た
。
当
時
の
太
陽
は
現
在
ほ
ど
明

る
く
は
な
く
、
地
球
に
届
く
熱
も
少

な
か
っ
た
の
で
、
地
表
は
氷
に
覆
わ

れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
二
酸
化
炭
素
等

の
温
室
効
果
に
よ
っ
て
気
温
が
維
持
さ
れ
て
い

た
と
い
わ
れ
る
。
○
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
は

海
水
に
溶
け
込
み
、
炭
素
は
海
底
に
堆
積
、
地

下
深
層
部
に
移
動
し
、
最
後
に
火
山
の
噴
火
に

よ
り
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
。
こ
の
炭
素
循
環

に
よ
り
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
が
維
持

さ
れ
て
い
た
。
○
そ
の
後
、
太
陽
は
徐
々
に
明

る
さ
を
増
し
、
地
表
に
届
く
熱
も
増
加
し
続
け

て
い
る
が
、
約
30
億
年
前
に
は
光
合
成
を
行
う

生
物
が
誕
生
し
、
さ
ら
に
3
億
数
千
年
前
に
は

大
森
林
が
各
地
に
形
成
さ
れ
、
大
気
中
の
二
酸

化
炭
素
を
吸
収
し
、
炭
素
は
石
炭
や
石
油
と
し

て
地
下
に
固
定
さ
れ
た
の
で
、
温
室
効
果
は
低

下
し
た
。
一
方
、
大
気
中
の
酸
素
濃
度
が
増
加

し
、
そ
れ
に
適
応
し
た
生
物
が
繁
栄
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
○
氷
河
期
に
つ
い
て
は
、
地
球
が

太
陽
の
周
り
を
回
る
公
転
軌
道
の
影
響
等
に
よ

り
周
期
的
に
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
と
い

わ
れ
る
が
、
寒
冷
な
氷
期
と
温
暖
な
間
氷
期
の

温
度
差
は
、
大
き
か
っ
た
と
は
い
え
地
球
全
体

で
み
る
と
動
植
物
が
乗
り
越
え
ら
れ
る
程
度
の

厳
し
さ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
○
こ
う

し
た
環
境
変
化
と
進
化
の
成
り
立
ち
の
上
に
、

最
近
の
1
万
年
余
り
は
温
暖
な
気
候
が
続
き
、

人
類
は
農
耕
を
発
展
さ
せ
繁
栄
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
現
在
の
繁
栄
は
、地
球
と
太
陽
の
関
係
、

地
球
上
の
物
質
と
生
物
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の

上
に
運
よ
く
形
成
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ

う
。 雑 記 帳

ン
の
掲
示
、
労
働
安
全
に
関
す
る
講
習
会
の
開

催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

出
典
：
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/new

page_ 
32482.htm

l

■
令
和
4
年
度
森
林
・
林
業
白

書
　
気
候
変
動
に
対
応
し
た
治

山
対
策
を
特
集

5
月
30
日
に
公
表
さ
れ
た
令
和
4
年
度
の
森

林
・
林
業
白
書
で
は
、
特
集
と
し
て
「
気
候
変

動
に
対
応
し
た
治
山
対
策
」
を
取
り
上
げ
て
い

る
の
で
、
抜
粋
・
要
約
し
て
紹
介
す
る
。

□
気
候
変
動
に
よ
る
山
地
災
害
の
激
甚
化
・
形

態
変
化

（
1
）
気
候
変
動
に
よ
る
大
雨
等
の
増
加

近
年
の
気
候
変
動
に
よ
り
、
短
時
間
強
雨
の

年
間
発
生
回
数
が
増
加
す
る
な
ど
降
水
形
態
が

変
化
し
、
山
地
災
害
を
誘
発
す
る
よ
う
な
極
端

な
降
水
が
発
生
し
て
い
る
。

気
象
庁
に
よ
れ
ば
、
昭
和
51
年
か
ら
昭
和
60

年
ま
で
の
10
年
間
と
平
成
24
年
か
ら
令
和
3
年

ま
で
の
10
年
間
と
を
比
較
す
る
と
、
1
時
間
降

水
量
50
㎜
以
上
の
短
時
間
強
雨
の
平
均
年
間
発

生
回
数
は
約1.4

倍
に
増
加
。

（
2
）
山
地
災
害
の
激
甚
化
・
形
態
変
化
と
そ

の
対
応
方
針

近
年
の
気
候
変
動
に
伴
い
、
1
箇
所
当
た
り

の
災
害
規
模
が
増
大
傾
向
に
あ
る
な
ど
山
地
災

害
が
激
甚
化
す
る
と
と
も
に
発
生
形
態
も
変
化

２
０
２
１
年
3
月
、「
豪
雨
災
害
に
関
す
る

今
後
の
治
山
対
策
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
に
お
い
て
、
近
年
の
気
候
変
動
の
影
響
を


